
ろう付炉の週末保温温度変更

ポイント
現状の設定を疑い

限界条件を⾒直し

トメルナオスヤメル

カエルヒロウサゲル

設備寿命延命のため

稼働時と同じ温度設定
【改善前】 週末保温温度 800℃

ロウ付炉

【改善後】 週末保温温度 400℃ 設備寿命に影響する

限界条件を把握し、運⽤変更

・通常稼働時と同じ温度で保温

・酸化防⽌最低温度を調査
・⽴上げタイミングはタイマーで⾃動ON

週末の待機電⼒を
低減させた

炉壁酸化防止の為、保温必要


